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　 L 　Senbtitttdoiukts　gen ．　 nov ．〔セ ン ブ ツ ヤ ス デ 属）

　本薪属 は Blaniulldae に 属す る もの で
，
　 Sl｛leroprotopu．s （リユ ウ ガ ヤ ス デ属）に 極 め て 近 縁 の もの で あ る が

雄 の第 1 歩肢 の 形態が 全 くそ れ と 類 を異 に し Skierol，r’otoPtts の 範疇に ご tLを入れ る こ と は で きない と考え ，

こ こ に これ を新属 と し て 記載す る 次第 で ある。

　属徴 ： 第 1 歩 肢 は 極 め て 大形．か つ 扁 平で 基節 よ り先 端 ま で 幅 が ほ ぼ 等 し く前背方 ヘ サ レ形 に 少 し 曲 つ て

い る。各節 と も に 前背 面 に は 賄 毛 密 生 し，後 腹面 に は 晉 節 と も そ の 縁辺 に 剛 毛 を 生 じ て い る の み で あ る 。大

顎 に は 6 箇以 上 の 櫛葉 を有 し，前 唇基節 の 幅 は 広 く長卵形 e 眼 は甚 だ 多 くの 単眼 よ りな る 。 臭孔 は 後環節 の

略 中央部 に あ る。尾部突起 は ない 。雄 の 第 2 歩 肢 の 端 肢 は SklerOProtoPus ゆ 匕し て 扁 平 で 大形 。 前背面 に

剛 毛密生 し ， 後腹面拭 そ の 縁辺 に

の み 剛 毛 が あ る。以 上 の 諸形態 が

本 属 の 特徴 で あ っ て ，第 7 歩 肢，

前生 殖 肢 ， 後生 殖肢 及 び そ の 他 の

彩質 に お い て は SkleiJctprotoりrts

に よ く類似 し て い る 。

　 属 模 式 種 ： SenbftS2idoifthts

plat5tPodzts　M 互YOSI

　Setibutudbiutus　ptatyPodus　sp ．

nov ．（セ ン ブ ツ ヤ ス デ）

　種 の 特徴 ： 体 は 殆 ど黒色，雄 で

体長 50mm 内外 。 体節 数 60 前

後 の や や 大 形 の ヤ ス デ で あ る 。 眼

億 50 以 上 の 単 眼 が 長い 3 角形 を

な し て 集合 し て い る c 触角 は 第 3

節 が 最 も長 く， ce　J
「

， 第 6 節 の 先

に は感覚棘 が 多 く輪生 し て い る。．

各節 に お け る長さ と幅 と の 比 は 大

体 ， 第 2 節 で は 嚢9 ：6
， 第 3 節 で

は 　23 ：6
，　第 　4　節 で は 　17 ：6，　第

5 節 で は 14 ：6，第 6 節 で は 13 ：7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Abb ・重・　SenbrttZtdoiftlttS　piatypodus 　sp ．　 n   v ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 a ，b ：　1．　 Bein　　C ： Eiidglieder　der 　Antenne 　　d ：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Gnathochilariurn　　e
，　f ： 2．　Bein 　　

・
g ： pz

’
熱mandibel

で あ る 。 大顎 に は 大 小 8 箇 の 櫛葉 あ り。雄 の 第 ］ 歩肢 の 端 駿 は大形で 扁艦 4 節 よ りな り前背 厠 に 嗣毛密

生 す。第 2 歩肢 の 基節 は 長 く，互 に 左 右 が 結 合 せ ず ， 陰茎 は 長 く基 節 の 先端 を は る か に ご 先 て い る。そ の 端

肢 は 扁 平 で 6 節 か ら な り先端節 は 長 V・o 雄 の 第 7 歩肢 の 基節 は甚だ大形 で 剛毛 を有 し ， 外 縁 の 中央 よ り少

し 基部 へ よ つ た所 に 2 節 か ら な る端 技 が あ る。 そ の 端肢 に 小 眠あ り夊 は な し。前生殖 肢 の 基節突起は狭長

で 膜 伏隆起縁あ り。且 内側 中央 に ！ 本 の 剛 毛 を 有す 。 そ の 端 肢 は 短 く 1 節 で 副毛 あ り。 鞭 状毛 の 先端 は 2

叉 しそ の 長 い 方 に 毛 が 多 い 。 後 生 殖肢 の 形態 は図 に 示 し た如 くで 著 しい 特徴 は な い 。

〔29 ）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　完糢 式標本 ： 体長 51mm
， 体節 数 62 の 雄。そ の

　　　産地福岡県小倉市平尾台千 仏洞内， 石川 重治郎氏及

　　　び窪田敏文氏 に ょ っ て 1953 年 】0 月 7 日採集 さ

　　　れ た ・ 他 に 体長 47mm の 雄及 び蹉の 亜 成体 2 疋 を

　　　採集 され て い
’
る 。

　　　　2・ A ・伽 痂 ・爵 辮 43 緲 瞬 ・ u ・ ・p ．11 。・．〔オ オ

　　　ギ ヤ ス デ）

　　　　 こ の 属 の ヤ ス デ は Ceylon 島方面に 数種知 ら れ て

　　　い る が ，と く に ζ こ に 記 載す る 日本 産 の 新種 は Up −

　　　per　paln直窪 ： Kodaikana 王．　Bon ユbay 　Shola ，
　A｛ar 三yan

　　　Shola
，　Pumbarai ，　KukkalShola ，

　Vall（laravu
、
19〔〕0−

　　　2909 　m 　の 地 に産 す る Archantlrodeswias 　 a 「gatZiS

　　　CARL に 甚 だ 近似 の も の で あ つ て ， こ の よ うな

　　　Cryptodesminae の 種類 が 遠 くはなれ た 日本 の 東部

　　　に 多 く棲息 して い る とい うこ と は そ の 分布 上 甚 だ 興

　　　味 の あ る こ とで あ る・と考 え る 。 無論 こ の 故 に こ の 両

　　　地 の 關 に は連綾的 に 同属 の 種 が 分布 して い る で あ ろ

　　　ら と い う予想 を た て 我 々 と して は琉球 ， 九州 ， 四 国

　　　の 海岸に 近 い 地域 を今後特 に 注意 を は ら っ て 調査 し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な け れ ば な ら な い こ とに な つ た。さ き に 本誌上 で 記

　Abb ．2．　 Setibtttrtdoiukts　．p／alDlpodtfs 　 sp ．　nov ．　 載 した Arnpelodesmfts
，granulosus ，

　 EttC｛mdjtJode −

　　
h ： A ”ge …： 7・Bei” paa 「 」： V °「de「e 「

　 s・nits 　 elegans な 階 雄 胴 科 の も

．
の で あ 吸 ＿

　　　　　　　　k ： Hintcrcr　Gonopod 妃　　 GGnopode
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様に 甚 だ小形 の もの で あ る 。 とに か く遠 い 衛 の 熱帯

に 繁栄 して い て 日本 lcは甚 だ 少 い と考え られ て い た CI’yptodesmidae 一ク ビ ヤ ス デ 科 　の ヤ x デが つ ぎつ ぎ

と我国 内か ら 発見 され て 行きつ つ あ る事実 は ， 日本 へ の 南方系動物 の 分布 の 問題を考 え る 場合 ， 極 め て 興味

ある こ とで あ る と信 じて い る 。

　　　　　　　Abb ．3．　 Ar ‘handro｛jes・inris ／o ♪o   蜘 5　 SP ・nov ・
1 ； Halsschi】d　und 　2．　r｛c 重azOn 量t　2 ： Labrum 　3 ： Alltenne　4 ： 5．　S¢ itcufiUgt：1
5 二 7，Segment 　vo τl　 vom 　ge5chen 　 6 ： Ana 誌egmc 航 voll 　 ob 巳 n 　 7 ： Da

睾selbc

von 　 Un 重en 　 9 ごsehell 　8 ：　Letzte　3　 Be菫ne 　 von 　G ．

（so ）
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　本 新種 の 特徴 ： 体色 生時淡朱紅色 ， ア ル コ
ー

ル 標本 で は淡 い 黄土色 とな つ て い る 。 体長 ： 雄 は 44 ．5rnm
，

雌 は 5−5、5mm で体幅 は約 lmm 。額 板の 上唇に 近 い 方 に 若干短珊毛 あ り， 頭頂 に は 毛 な く小乳 頭 状顆粒

が
一

面 に 生 じ て い る。触角 は 棍棒状，第 5 第 6 節 は同様 に 甚 だ 大形で 先端 の 外側 に 感覚栓群が あ る。臭孔

の あ る 側 毘 側縁 に は 4
，

’
臭孔 の な い ｛財 旡 に は 3 の 波状突 出部 あ り。 臭 孔 は こ の 波状突 出部 の うち 第 3 番 目

と第 4 番 目の 突 出部 の 間に あ る溝部 に あ り小形 で 発見 し に くい 。 後環節背面 に は 横 に 3 列を な す疣状突 起

あ り。尚 こ れ ら の 疣状笑起 は 体 の 後方へ行 くほ ど大形

と な り且 後 方 へ か た む い て 多少後方 の 後環節 の 上 へ

か ぶ さ る よ うに な つ て い る。側庇背 面 に は 3 夊 は 4

の 細長い カ マ ポ コ 状 の 隆 起が あ る 。 最 後 の 歩 腋 の 脛 節

の 先 に あ る 大剛 毛 は 長 く且 大形の 円柱状 突 起 の 上 に あ

る。最後か ら 2 番 巨の 歩 肢 の 同 じ 場所 に あ る大剛 毛

は 短 か く円柱状突起 も低 い ， そ れ よ り前方 の 歩肢 に 至

る に し た が つ て こ の 笑 起 は 目立 た な く な る。

　生 殖肢 ； 基 節 は 大形で 貝 殻状，外側 に 乳頭状顯粒密

生 す 。 前腿節 に は 扁 平 卵 形 の 突 起 とイ カ の 腕球の 大 突

起 と を 生 じ て い る o 端 肢 は 先端 に 多 くの 棘 を生 じ ほ ぼ

真直 で あ る精 管 は そ の 先 に 開 口 して い る。端 肢 の 基 部

Abb ．4． Archandi’o ‘le．vntts 　 ゴ妙 o ，3認 ∫

sp ・nov ・　GO 　iOpode

に大棘状突 田部あ り。A ．　 areatns 　CARL と の 相異 点は
〔
R ξsum 壱 に の べ る。

　完 模 式標本 ： 休長 4，5mm の 鮭，劉模式漂本 ： 休長 5mm の 雌。そ の 産地東京鄙 二 子 玉 川 ， 1951 年 4 月

5 日 ， 勞賀昭 治氏 に よ つ て 採集 され た。

　3． SfelerOProtePtiS　 o58 ゴo碑 虹∫ sp ・110s・・

　ア ル コ
ール 標本 に て 体色暗楊乃 至 黒 鍛 ， 眼群 は 略等辺 3 角形，単眼 の 数 は多 い が 個体 に よ り一定 し な い

。

一般的形 質は本属 の 他 の 種 に 似 て い る が ， し か し次の 諸点 で 区別 で き る。 雄 の 第 1 歩謄が甚だ 大形で 両基

節 は そ の 正 串 線 で 接着 し て い る し後 面 に は 稜線発達 し 凹 凸 が 甚 し い 。夊内側の 肩部 i（ は 剛 毛 が 密 生 し 後 方 か

ら 見 る とそ れ が 2 群 をな して い る。端 臓 は 4 節 か ら な るが 脛後腿節 は 扁平筒状 で 長 い 。 附節 ほ 前 方 へ 全 く

　 　　折れ て し ま つ て 後方 か ら は 見

　 　　え な い 。 雄iの 第 2 歩 肢 は 第 1

　 　　歩 駿 に 比 し て 甚 だ 小形で 勉種

　 　 　 に 比 し て 著 し い 特 徴で あ る。

　 　　 こ の 小形 な第 2 歩 肢 の 基節

　 　　 は甚だ 大形 で 端 肢 全 長 に 磁 敵

　 　　 す る 。 基節 は 大部分互 は 癒着

　 　 　 し て い て 先端部 の み離 れ て い

　 　　 る。基節 は 幅広 く全 体 と し て

　 　　嫌私 後面 に 円形 の 大 凹 部 あ

　 　 　 り， そ こ に 陰茎 あ り。陰 茎は

　 　　 短 く基節 を こ え な い 。雄 の 第

　 　　 7 歩肢 の 基節 は 甚大 ， 端 肢甚

　 　　 だ 小 形 で 里 節数 本の 剛 毛 あ

　　 Abb ・5・ Sklerep7etoptts　ose ゐ ensis 　sp ．1コov ．

A ，B ： LBein 　G ： Auge 　D ，　 E ： 2．　B 巳｛n 　F ： 7．　 Bcin

G ，H ： Vorderer　Gonopode 　　 l ： 1’llntcrct’Go τ 藍OPDcle

（31 ）

り。 前 生殖肢 の 基箇突起 は細

長 く， 中央部 に 2 本 の 剛毛

あ り。端 駮 屯小形剛 毛 あ り。
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．鞭伏毛 の 先 は 2 叉 す る。後 生 殖 驥 の 形に は特異 な 点 な く， た だ 先端 の 内．縁 に 大形 の 2 剛毛 が あ る 。

　完模武標本 ： 雄 で 体長約 SO　mm
， 胴 節数 64， そ の 産地 は熊本県球磨郡 神瀬村松本槍倒瀬の 上 部 の 大瀬洞 ，

．採 集者窪「日敏 文氏。　男暫模式凛本 ： 壯筐，　体長 47mIn ，　胴節 69
，　他 に 雄　3　疋 ，　雌 2　疋 ，　幼者 2 疋 を採集 さ，

れ 「c ・採集 口 は 1953 年 12 月・以 ヒ 3 種 類ρ標本 を恵 与され さ れ た か ｛（ 深謝す る次第 で あ る。
．

R6sum6

　　Beitrag6　zur 　Kenntnis　japanischer　Myriopoden

19．　AufSatz： Uber ．e｛ne 　neue 　Gattung　 und 　zwei 　neue

　　　　　　　　　 Arte直von 　D 呈Plopoden

Yasunor 弖　MIYoSl

Ma 重uyama 　 Kita　 K6 書6−Gakko

　　Senbzat“doiuizss　gen ．・・。 V ．（Blaniulidae）

　　D 三ese 　 ncuc 　 Ga 撫 1ng 　ul ユtersc．heidet、．sich 　klar　von 　 der　 verwal 丿dten　Gat ．亡ung （SklerOpj−otopi ‘s）durch

dle　 folgrel］den　DiaglloseT［ ：　】．　 Beinpaar　 des　 Mannchcns 三st　 sehr 　 gross ，　 gcrade レplattgedrUck
’
t　 und

9・・t・1t・t ・i・h　u ・ g・fah ・ gl・i・hb ・・it ・・ n 　 C ・ x ・ bi・ Tib三・P啾 ド・ … ・und 　 d・… nT ・ ・…   ・ckig 　 und

K ・・1正・ ni ・h 匿 v ・ ・h・ nden ・ 2・B・ 呻 … 　d・ ・ “（tinnc ．h ・ n ・ 三・t　 n 。 ・m ・い b ・ … twa ・ 】・1・t重9・雌 ・kt　und 　di ・

Krallc　gut　 erltwicke 量t．　Mandibel 　 mit 　 tiber　6　Lamcllen ．　 Promelltum 　 gross　 ulld ！ang −eif6rmig ，　Die
anderen 　allgcm εin¢ n 　Mcrkma 夏e　Uh ・・e ｝n 　 si・ h　 sehr 　den ・ Skteropretopus．

　　Gcnetypus ： ＆ηn6utttdoiu 〜u5 　pgat．ypodus 　M 夏Yos 呈

　　1ド ＆vthtett ‘dbigtis　platrvpadtts　 sp ．　 nov ．

　　Maniicben　ca 、50　mm 　lang ，　 und 　ca ．60　Rumpfsegmente 、　 Farbc　 briunlichsh “
’
arz ，　 etwas 　 ma ドmo ．

rierL 　Hi 矼 te 叮 and 　des　Metazon 量重es　b勲 nlicllgelb ．　 Die　Pore 翠1　 der　NVehrdrUscn 　kleln
，
　 abcr 　sichtbar ．1，

Bei
叩

aar 　des　Mannche1 、 8　F〔infgiiedrig，　die　Vordcrseite　 all 　 dieser　Glicder　 d三cht 　 beborste重 und 　Hintcrsei 電e

ein 　w ｛三nig 　beborstet．　2．　 Bcillpaar　des　M 註pnchcns 　normal ，　aber 　die　Vorderse 至電e 　aH 　dieser （｝1ieder

dicht　bcborstet　und 　d量c　Hinterseite　 ein 　 wcn ．g　bebors 重et ．　 Beide　Htifte　lang　 und 　 vcrein 量gcn 　sich 　 n 量c批

zusanuncfi ，　Pr 註femur 　m 重t　vielen
，
1angen 　Borst ｛コn ．　Pcnis　lang　und 　Uber 　Pthfemur｝査孟naugragtnd ．　7，

Beinpaar 　und 　Gonopoden 　wie 　sic 　sich 量h　Abb ，2zeigen ．　Holotype ： iN （ttnnc ｝ien
，
　ca ．51 卑 m 　lallg

，
　und

62Rumptscg ．　mcnte ．　 Fundort ： Senbu 娵 一DO 　H6hle
，
　 bei　 KOKURA −SI，　 FUKUOKA −KEN ．

　　2
：　A 「chandrodesutt ‘∫ ブaf ｝o πic！ls　 sp ．　 nov ，（Cryptodesm 三nae ）

　　Die ・・ 皿 ・ u ・ A ・t．h ・t　・inig・ Ah・ 1£・hk ・it・mit ・A ・・h・t7“ lrbdestnf・・ 昭 靤 ・・ CART．，・ 瞭 三・t 飼 騨 d ・・m ・ s−

sen 　zu 　charakteris 圭et
’
en ：

K6rperfarbe

K6rpcrlangc

K6rperbrc 孟tc

1 A ．召 reatu5

erdgrau8

−］OmmL6

−1．8　mm

∠ぽ・ノkePoniCt♂∫ sp 、　 nQV ．

（32 ）

he賈 Zl【mobCrrot

4−5．5m 冒u
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記 IV

　　　　　　　　　　　　　　　　 岡山大学理 学部で 行 わ れ た 。

岡山県下産繭 量 と 気候 と の 関係 ．．．．．．．．，＿＿＿・＿ ＿ JIYm四 郎 ， 作本台五 郎 （岡　大 ・理 ・生 〉

ホ ト ト ギ ス の 自然 集団 の 生 態 ＿．＿＿＿＿、＿ ＿＿＿＿．＿．，大 　 羽 　 滋 （岡 大 ・臨 海〉

サ ワ ガ ＝ ・胸部神経節 紳経 分泌 の 季節的変化 と そ の 実馼的

　誘起 （予 報）＿＿＿＿．．．＿＿．．，，＿ ＿＿＿ ＿＿＿＿．．＿．＿松 本 邦 　夫 （岡 　大 ・理 ・生 ）

電気 泳動法 に 依 る 血清 リピ ドの 研 究 ＿…．……・…・…………内　海　耕 　造 （岡 　大
・医 ・病）

血球及紐織 細胞 の ATPase 活性 に 関す る 硲究 ．・＿……＿＿ 村 ．ヒ 哲 英 他 （岡大 ・医
・生 理 ）

電子顕 微鏡 に よ る平滑餝の 研究 ・……・…・…………・…・Jii口 四 郎 ， 池本憲章 （岡　大 ・理 ・生 ）

轡 目差顕微鏡 に よ る 平滑筋の 研究 ＿＿＿＿＿＿．・．．・．…
∵
…−」！i ロ 四 郎 他 （岡 　大 ・理 ・生）

ヨ ーロ ツ パ 各地 の 動物 園 に つ い て ……・…・…・・……………・・山 田 致 知 （岡 大 ・医 ・解）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 山 口 大学文 理学部 で 行 われ た 。

乳 汁 に 存在す る 脂肪球 の 本性 に 対 す る生 物 学 的検索 ………百 合 野 順 太 郎 （山 口 ・楠 木 町 ）

ス ズ キ Pt　Lateolabrax の 魚類 に つ い て ＿ ＿．＿ ＿．．＿＿ 片 山 IE．夫 （山 口 大 。防府分校〉

　　　　　　　　　　　　　　　　 徳島大学医学 部で 行 わ れ た 。

メ ダ カ に 寄 生 す る テ トラ コ テ イ ーレ に つ い て ．．＿＿＿＿＿．豊　岡　磊　造 （徳島 ・城甫高校〉

ワ ラ ジ ム シ 類 の サ イ ナ ス 腺に つ い て ，＿＿ ．．＿ ＿＿．＿＿＿下 　泉 正 敏 （徳島大 ・学芸 ・生 ）

酸 臨水法 に よ る バ チ 卵 の 人 ヱ 受精 〔第 二 報）”＿＿＿．，．＿ ＿香　lil義 　信 （徳 島大・学芸 ・生｝ v

マ グ ネ シ ウ ム 濃厚海水法 に よ る バ チ卵 の 人 工 受精 …・…，…。岡　田　克　弘 （徳島大・学芸 ・生 ｝
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